
 
 

試験方法は、SS400鋼、SK鋼、SUS304の 3点を、3cm×5cm×5mm直方体に切断した
テストピースに対し、 
 
①粒度 #120の製品を用い、5cm×5mmエッジ部に対し 45度/450gの加重を掛けながら
3分間 当社製品は 30,000rpm、 は 50,000rpm（対応品#120は 60,000rpm
で使用 ※表記 R120）で回転させ連続加工を行い、砥石の消耗とテストピース削除量を測
定した。 
 
②φ6mmサイズ製品、#80 #120 #180 #220 、 φ6mm #80 #120 #220及
び 60,000rpm対応#120をセットしたハンドツールを用いて、3cm×5cm面に対して①と同
様の条件で表面研磨加工後、サーフパック表面粗さ測定を行い、Ra Ry Rzの 3点を測定し
た。 
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様々な材質に対する従来品との比較
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正宗技　DF　WA120　φ６ 　CM　WA120　φ６
回転数　30,000rpm 圧力２５０gでワークに押し付け、一回２０秒、ワークの位置を変えながら
５回加工を行い、削除量を測定した。

研磨対象 元重量 従来品 従来品削除量 DF削除量 差

また面租度は以下の通り
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さらにもう一つの試験方法として 従来品


